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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配線器具の器体に貫設した電線挿入孔を通して器体に導入される電線に接触する端子板
と、ばね力を利用して該端子板との間で前記電線を狭持するとともに鎖錠部が該電線に食
い込んで抜け止めする接続手段と、該接続手段による抜け止め状態を解除する解除手段と
を備え、前記接続手段は、弾性を有する金属板により略Ｕ字状且つ電線の導入方向と交差
する方向に撓み自在に形成されたばね片と、該ばね片の先端部から前記電線挿入孔に対向
する位置まで電線の導入方向と交差する方向へ延設された鎖錠片と、該鎖錠片に貫設され
前記端子板の電線との接触部位が挿通される孔からなる前記鎖錠部とを有した錠ばねから
なり、前記解除手段は、前記器体に設けられた開口を通して器体表面に露出し手動操作さ
れる操作部と、該操作部が操作されたときに電線に食い込んだ前記鎖錠部を該電線から引
き離す向きに前記鎖錠片を押し動かす押動部とを具備した解除釦からなり、該解除釦は、
前記接続手段により電線が前記端子板に接続された接続状態のときの接続位置と、電線が
前記端子板に接続されていない非接続状態のときの非接続位置との間で前記器体に対して
移動自在に設けられ、前記接続位置では前記操作部の少なくとも一部が前記開口を通して
器体表面に突出するものであり、前記端子板は、電線の導入方向において前記錠ばねを挟
んで電線挿入孔と対向する主片と、該主片より電線の導入方向に沿って垂下され電線の導
入方向と交差する方向において前記ばね片の後端部と当接する当接片と、前記主片より電
線の導入方向に沿って垂下されて電線と接触する接触片とを有し、前記錠ばねは、前記主
片と当接片と接触片に囲まれた空間に前記ばね片を配置する形で前記器体内に収納され、
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前記当接片に当接する前記ばね片の後端が器体の内壁から離れる向きに曲成されたことを
特徴とする速結端子装置。
【請求項２】
　前記解除釦は、前記電線の導入方向と交差する方向に沿って移動自在に設けられ、前記
接続位置では前記操作部の少なくとも一部が前記開口を通して器体表面から突出し、前記
非接続位置では前記操作部が前記開口を通して器体内に収納されて器体表面から突出しな
いことを特徴とする請求項１記載の速結端子装置。
【請求項３】
　前記ばね片のばね力に抗して前記解除釦を非接続位置にラッチするとともに前記電線挿
入孔を通して器体に導入された電線が前記接続手段により前記端子板と接続されたときに
当該電線によってラッチ状態が解除されるラッチ手段を備え、該ラッチ手段は、前記端子
板に設けられた被係止部と、前記解除釦に設けられて前記被係止部に係脱自在に係止する
とともに電線により押圧されて該被係止部との係止が外れる係止部とからなることを特徴
とする請求項１記載の速結端子装置。
【請求項４】
　前記解除釦は、前記操作部が接続位置にあるときに前記器体の内壁に当接して該器体に
対する移動が阻止されるストッパ手段を具備したことを特徴とする請求項１記載の速結端
子装置。
【請求項５】
　前記端子板は、電線の導入方向において前記錠ばねを挟んで電線挿入孔と対向する主片
と、該主片より電線の導入方向に沿って垂下され電線の導入方向と交差する方向において
前記ばね片の後端部と当接する当接片と、前記主片より電線の導入方向に沿って垂下され
て電線と接触する接触片とを有し、前記錠ばねは、前記主片と当接片と接触片に囲まれた
空間に前記ばね片を配置する形で前記器体内に収納され、前記ばね片に当接して錠ばねの
移動を規制する規制部が前記端子板に設けられたことを特徴とする請求項１記載の速結端
子装置。
【請求項６】
　前記被係止部は、前記端子板の電線挿入孔と対向する部位に設けられ前記電線が挿通さ
れるとともに該電線に当接する挿通孔からなることを特徴とする請求項３記載の速結端子
装置。
【請求項７】
　前記鎖錠片は、前記押動部と当たる先端部が前記ばね片側に曲成されたことを特徴とす
る請求項１記載の速結端子装置。
【請求項８】
　前記端子板は、電線の導入方向において前記錠ばねを挟んで電線挿入孔と対向する主片
と、該主片より電線の導入方向に沿って垂下され電線の導入方向と交差する方向において
前記ばね片の後端部と当接する当接片と、前記主片より電線の導入方向に沿って垂下され
て電線と接触する接触片とを有し、前記錠ばねは、前記主片と当接片と接触片に囲まれた
空間に前記ばね片を配置する形で前記器体内に収納され、前記当接片に当接する前記ばね
片の後端部が略へ字形に折曲されたことを特徴とする請求項１記載の速結端子装置。
【請求項９】
　前記解除釦は、電線の導入方向に沿って移動自在に設けられ、前記接続位置並びに非接
続位置の両方で前記操作部の少なくとも一部が前記開口を通して器体表面に突出すること
を特徴とする請求項１記載の速結端子装置。
【請求項１０】
　前記解除釦は、電線の導入方向に沿って電線挿入孔と対向し該電線の先端が当接する電
線当接部を具備することを特徴とする請求項９記載の速結端子装置。
【請求項１１】
　前記押動部は、電線の導入方向と交差する方向に沿って前記接続位置から非接続位置に
向かって該電線から離れる向きに傾斜して前記鎖錠片に当接する傾斜面を具備したことを
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特徴とする請求項９記載の速結端子装置。
【請求項１２】
　電線の導入方向に沿って起立するガイドリブが前記器体の開口に設けられ、該ガイドリ
ブが挿通されるガイド孔が前記操作部に貫設されたことを特徴とする請求項９記載の速結
端子装置。
【請求項１３】
　前記解除釦を非接続位置から接続位置に向かって弾性付勢する付勢手段と、該付勢手段
の弾性力に抗して前記解除釦を非接続位置にラッチするラッチ手段とを備え、該ラッチ手
段は、前記ガイドリブに設けられて前記非接続位置における前記ガイド孔に圧入される圧
入部からなることを特徴とする請求項１２記載の速結端子装置。
【請求項１４】
　前記付勢手段がコイルばねからなり、該コイルばねの一端部を収納して保持する収納凹
部が前記電線挿入孔の貫設されている器体の内壁近傍に設けられたことを特徴とする請求
項１３記載の速結端子装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、速結端子装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スイッチやコンセントのような配線器具においては、器体に設けた電線挿入孔を
通して器体内に導入された電線を接続するために速結端子装置が広く用いられている。こ
の種の速結端子装置は従来周知であって、スイッチにおける接点やコンセントにおける刃
受などと電気的に接続された端子板と、端子板との間で電線（導体）を狭持して電線と端
子板を電気的に接続すると同時に電線を鎖錠して抜け止めする鎖錠ばねと、器体に設けた
操作孔を通してドライバのような工具で操作されて鎖錠ばねによる鎖錠を解除する解除釦
とで構成されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところが上記従来例においては、速結端子装置に接続された電線を外す際に作業者が一
方の手で配線器具の器体を保持し、他方の手に持った工具で解除釦を操作した状態では両
手が塞がれてしまうために電線を電線挿入孔から引き抜くことが困難であった。
【０００４】
　そこで本出願人は、配線器具の器体側面を貫通する溝から進退自在に突出する操作部を
有して器体内に移動自在に収納された解除釦を設け、溝を通して器体側面に露出している
操作部を指で押し操作したときに器体に対して移動した解除釦で鎖錠ばねによる鎖錠を解
除し、一方の手で器体の保持と解除釦の操作を同時に行い、他方の手で電線を引き抜くこ
とができるようにした速結端子装置を既に提案している（特許文献２参照）。
【０００５】
　また特許文献２に記載された従来例においては、電線が接続されていないときには解除
釦の操作部が溝を通して器体側面から突出しているが、電線が接続されると解除釦が移動
し溝を通して操作部が器体内に収納されて器体側面から突出しなくなるため、器体側面に
対して操作部が突出しているか否かで電線の接続完了表示を行っていた。
【特許文献１】特開平１１－１８５９０５号公報（段落００１４、図１）
【特許文献２】特開２００４－６３１６３号公報（段落００２９～００３０、図２１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記後者の従来例では電線の接続状態において操作部が器体内に収納さ
れて器体側面から突出していないため、電線の接続を解除する際に操作部を溝に押し込む
ように操作しなければならず、手の大きな作業者では操作部が操作しづらいという問題が
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あった。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みて為されたものであり、その目的は、電線の接続完了表示を行
いつつ解除釦の操作性を向上した速結端子装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、上記目的を達成するために、配線器具の器体に貫設した電線挿入孔
を通して器体に導入される電線に接触する端子板と、ばね力を利用して該端子板との間で
前記電線を狭持するとともに鎖錠部が該電線に食い込んで抜け止めする接続手段と、該接
続手段による抜け止め状態を解除する解除手段とを備え、前記接続手段は、弾性を有する
金属板により略Ｕ字状且つ電線の導入方向と交差する方向に撓み自在に形成されたばね片
と、該ばね片の先端部から前記電線挿入孔に対向する位置まで電線の導入方向と交差する
方向へ延設された鎖錠片と、該鎖錠片に貫設され前記端子板の電線との接触部位が挿通さ
れる孔からなる前記鎖錠部とを有した錠ばねからなり、前記解除手段は、前記器体に設け
られた開口を通して器体表面に露出し手動操作される操作部と、該操作部が操作されたと
きに電線に食い込んだ前記鎖錠部を該電線から引き離す向きに前記鎖錠片を押し動かす押
動部とを具備した解除釦からなり、該解除釦は、前記接続手段により電線が前記端子板に
接続された接続状態のときの接続位置と、電線が前記端子板に接続されていない非接続状
態のときの非接続位置との間で前記器体に対して移動自在に設けられ、前記接続位置では
前記操作部の少なくとも一部が前記開口を通して器体表面に突出するものであり、前記端
子板は、電線の導入方向において前記錠ばねを挟んで電線挿入孔と対向する主片と、該主
片より電線の導入方向に沿って垂下され電線の導入方向と交差する方向において前記ばね
片の後端部と当接する当接片と、前記主片より電線の導入方向に沿って垂下されて電線と
接触する接触片とを有し、前記錠ばねは、前記主片と当接片と接触片に囲まれた空間に前
記ばね片を配置する形で前記器体内に収納され、前記当接片に当接する前記ばね片の後端
が器体の内壁から離れる向きに曲成されたことを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、電線挿入孔を通して導入された電線は鎖錠片に貫設された鎖錠部（
孔）に挿通され、同じく鎖錠部に挿通されている端子板の接触部位と接触導通するととも
に孔の周縁部分が食い込むことで抜け止めされて端子板と接続される。一方、器体表面に
露出する操作部を手動操作すると解除釦が接続位置から非接続位置に移動し、その移動に
伴って押動部が電線に食い込んだ鎖錠部を電線から引き離す向きに鎖錠片を押し動かすこ
とで鎖錠部の鎖錠を解除して電線を引き抜くことができる。そして、電線が端子板に接続
されていない非接続状態のときと電線が端子板に接続された接続状態のときで解除釦の操
作部の位置が異なることから、器体表面に対する操作部の位置に基づいて電線の接続完了
表示を行うことができ、しかも、電線の接続を解除する際には器体表面に突出する操作部
を操作すればよいから、操作部が器体表面に突出しない場合に比較して解除釦の操作性が
向上する。さらに、錠ばねのばね片が撓む際にばね片の先端部が器体の内壁に引っ掛かる
のを防ぐことができる。
【００１０】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記解除釦は、前記電線の導入方向と交
差する方向に沿って移動自在に設けられ、前記接続位置では前記操作部の少なくとも一部
が前記開口を通して器体表面から突出し、前記非接続位置では前記操作部が前記開口を通
して器体内に収納されて器体表面から突出しないことを特徴とする。
【００１１】
　この発明によれば、電線が端子板に接続されていない非接続状態のときには解除釦の操
作部が器体内に収納されて器体表面から突出せず、電線が端子板に接続された接続状態の
ときには解除釦の操作部が開口を通して器体表面から突出するため、器体表面に対して操
作部が突出するか否かで電線の接続完了表示を行うことができる。
【００１２】
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　請求項３の発明は、請求項１の発明において、前記ばね片のばね力に抗して前記解除釦
を非接続位置にラッチするとともに前記電線挿入孔を通して器体に導入された電線が前記
接続手段により前記端子板と接続されたときに当該電線によってラッチ状態が解除される
ラッチ手段を備え、該ラッチ手段は、前記端子板に設けられた被係止部と、前記解除釦に
設けられて前記被係止部に係脱自在に係止するとともに電線により押圧されて該被係止部
との係止が外れる係止部とからなることを特徴とする。
【００１３】
　この発明によれば、端子板の被係止部に解除釦の係止部が係止して解除釦が非接続位置
にラッチされている状態では解除釦の押動部で鎖錠部が電線から引き離す向きに押し動か
されているため、導体がより線からなる電線でも端子板と鎖錠部との間に容易に導入する
ことが可能であり、係止部が電線により押圧されて被係止部とのラッチ（係止）状態が解
除されることで解除釦が非接続位置から接続位置に移動し、鎖錠部が電線に食い込むこと
で電線の抜け止めが為される。
【００１４】
　請求項４の発明は、請求項１の発明において、前記解除釦は、前記操作部が接続位置に
あるときに前記器体の内壁に当接して該器体に対する移動が阻止されるストッパ手段を具
備したことを特徴とする。
【００１５】
　この発明によれば、解除釦の操作部が接続位置を越えて器体表面から突出するのを防ぐ
ことができる。
【００１６】
　請求項５の発明は、請求項１の発明において、前記端子板は、電線の導入方向において
前記錠ばねを挟んで電線挿入孔と対向する主片と、該主片より電線の導入方向に沿って垂
下され電線の導入方向と交差する方向において前記ばね片の後端部と当接する当接片と、
前記主片より電線の導入方向に沿って垂下されて電線と接触する接触片とを有し、前記錠
ばねは、前記主片と当接片と接触片に囲まれた空間に前記ばね片を配置する形で前記器体
内に収納され、前記ばね片に当接して錠ばねの移動を規制する規制部が前記端子板に設け
られたことを特徴とする。
【００１７】
　この発明によれば、解除釦が非接続位置にあってばね片が撓められているときでも端子
板に設けられた規制部により錠ばねの移動が規制されるから錠ばねの鎖錠部に電線をスム
ーズに挿通させることができる。
【００１８】
　請求項６の発明は、請求項３の発明において、前記被係止部は、前記端子板の電線挿入
孔と対向する部位に設けられ前記電線が挿通されるとともに該電線に当接する挿通孔から
なることを特徴とする。
【００１９】
　この発明によれば、被係止部（挿通孔）に電線が挿通された接続状態においては被係止
部によっても電線と端子板との接触導通が図れる。
【００２０】
　請求項７の発明は、請求項１の発明において、前記鎖錠片は、前記押動部と当たる先端
部が前記ばね片側に曲成されたことを特徴とする。
【００２１】
　この発明によれば、錠ばねの鎖錠片が撓む際にその先端部が押動部に引っ掛かることが
ない。
【００２２】
　請求項８の発明は、請求項１の発明において、前記端子板は、電線の導入方向において
前記錠ばねを挟んで電線挿入孔と対向する主片と、該主片より電線の導入方向に沿って垂
下され電線の導入方向と交差する方向において前記ばね片の後端部と当接する当接片と、
前記主片より電線の導入方向に沿って垂下されて電線と接触する接触片とを有し、前記錠
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ばねは、前記主片と当接片と接触片に囲まれた空間に前記ばね片を配置する形で前記器体
内に収納され、前記当接片に当接する前記ばね片の後端部が略へ字形に折曲されたことを
特徴とする。
【００２３】
　この発明によれば、ばね片の湾曲した中央部にかかる応力を略へ字状に折曲されたばね
片の後端部に分散することでばね片の塑性変形が抑制できる。
【００２６】
　請求項９の発明は、請求項１の発明において、前記解除釦は、電線の導入方向に沿って
移動自在に設けられ、前記接続位置並びに非接続位置の両方で前記操作部の少なくとも一
部が前記開口を通して器体表面に突出することを特徴とする。
【００２７】
　この発明によれば、操作部が常に器体表面に突出しているから操作しやすく、接続位置
と非接続位置とで器体表面に対する操作部の位置が異なることで電線の接続完了表示が行
える。
【００２８】
　請求項１０の発明は、請求項９の発明において、前記解除釦は、電線の導入方向に沿っ
て電線挿入孔と対向し該電線の先端が当接する電線当接部を具備することを特徴とする。
【００２９】
　この発明によれば、電線挿入孔から導入された電線の先端が非接続位置にある解除釦の
電線当接部に当接し、電線当接部が電線に押されることで解除釦が非接続位置から接続位
置に移動するため、簡単な構造で解除釦を移動させることができる。
【００３０】
　請求項１１の発明は、請求項９の発明において、前記押動部は、電線の導入方向と交差
する方向に沿って前記接続位置から非接続位置に向かって該電線から離れる向きに傾斜し
て前記鎖錠片に当接する傾斜面を具備したことを特徴とする。
【００３１】
　この発明によれば、解除釦が接続位置から非接続位置へ移動すると、解除釦の押動部が
有する傾斜面に鎖錠片が当接し、解除釦の移動に伴って鎖錠片が傾斜面に押されるから、
簡単な構造で鎖錠部を電線から引き離す向きに押し動かすことができる。
【００３２】
　請求項１２の発明は、請求項９の発明において、電線の導入方向に沿って起立するガイ
ドリブが前記器体の開口に設けられ、該ガイドリブが挿通されるガイド孔が前記操作部に
貫設されたことを特徴とする。
【００３３】
　この発明によれば、操作部のガイド孔にガイドリブが挿通された状態で接続位置と非接
続位置との間を解除釦が移動するため、解除釦の移動がスムーズに行われるようになり操
作性が向上する。
【００３４】
　請求項１３の発明は、請求項１２の発明において、前記解除釦を非接続位置から接続位
置に向かって弾性付勢する付勢手段と、該付勢手段の弾性力に抗して前記解除釦を非接続
位置にラッチするラッチ手段とを備え、該ラッチ手段は、前記ガイドリブに設けられて前
記非接続位置における前記ガイド孔に圧入される圧入部からなることを特徴とする。
【００３５】
　この発明によれば、ガイドリブに設けられた圧入部がガイド孔に圧入されることで解除
釦が非接続位置にラッチされている状態では解除釦の押動部で鎖錠部が電線から引き離す
向きに押し動かされているため、導体がより線からなる電線でも端子板と鎖錠部との間に
容易に導入することが可能であり、電線の挿入により圧入部がガイド孔から退出してラッ
チ状態が解除されることで解除釦が非接続位置から接続位置に移動し、鎖錠部が電線に食
い込むことで電線の抜け止めが為される。
【００３６】
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　請求項１４の発明は、請求項１３の発明において、前記付勢手段がコイルばねからなり
、該コイルばねの一端部を収納して保持する収納凹部が前記電線挿入孔の貫設されている
器体の内壁近傍に設けられたことを特徴とする。
【００３７】
　この発明によれば、コイルばねの一端部を収納凹部に収納することによって解除釦と電
線挿入孔との間隔を狭めることができ、器体に導入される電線の長さが短い場合でも解除
釦を確実に接続位置まで移動させることができる。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、電線が端子板に接続されていない非接続状態のときと電線が端子板に
接続された接続状態のときで解除釦の操作部の位置が異なることから、器体表面に対する
操作部の位置に基づいて電線の接続完了表示を行うことができ、しかも、電線の接続を解
除する際には器体表面に突出する操作部を操作すればよいから、操作部が器体表面に突出
しない場合に比較して解除釦の操作性が向上するという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　（実施形態１）
　本実施形態の速結端子装置は、スイッチやコンセントのような配線器具に電線を接続す
るための端子部に用いられるものであって、図１～図３に示すように端子板１と錠ばね１
０と解除釦３０とで構成される。端子板１は、図２及び図４に示すように短冊状の部位の
一方の端縁から一対の脚２ａが突出して略コ字状に形成された主片２と、各脚２ａの先端
中央から下方へ垂下された帯状の接触片３と、主片２の他方の端縁から接触片３と並行し
て下方へ垂下された一対の当接片４とが弾性を有する帯状の金属板を打ち抜き及び曲げ加
工して一体に形成され、主片２の両脚２ａには後述する電線挿入孔と対向し電線が挿通さ
れる挿通孔５が貫設されている。なお、主片２における挿通孔５を挟んで接触片３と反対
側の位置には挿通孔５を通して下方へ垂下された規制部６が設けられている。
【００４０】
　錠ばね１０は、図２及び図５に示すように逆Ｊ字状に形成されたばね片１１と、ばね片
１１の先端部から電線挿入孔に対向する位置まで電線の導入方向と交差する方向へ延設さ
れた鎖錠片１２とが、弾性を有するとともに導電率が高い帯板状の金属板を曲げ加工する
ことで一体に形成されたものであり、鎖錠片１２の略中央部には矩形の孔からなる鎖錠部
１３が貫設されている。なお、ばね片１１の後端部並びに鎖錠片１２の先端部はそれぞれ
内側に折り返されている。またばね片１１の鎖錠片１２と対向する部位が略へ字状に折曲
されている。
【００４１】
　上述のように構成される端子板１と錠ばね１０は、図６（ａ）に示すように端子板１の
接触片３を鎖錠片１２に貫設した鎖錠部１３に挿通し、ばね片１１の略へ字状に折曲され
た部位が端子板１の当接片４に当接するとともにばね片１１の湾曲した中央部が主片２の
下面に当接し且つ主片２と接触片３と当接片４に囲まれた空間にばね片１１が配置される
形で組み合わされる。このとき接触片３は鎖錠部１３におけるばね片１１寄りの位置にあ
る。そして、図６（ｂ）に示すように電線挿入孔を通して器体に導入された電線１１０の
導体１１１が鎖錠片１２の鎖錠部１３に挿通され、接触片３と鎖錠部１３との間に導体１
１１が狭持され、端子板１と導体１１１が接触片３のばね力で弾接して接触導通するとと
もに、鎖錠部１３（孔の周縁）が導体１１１に食い込むことで抜け止めされて端子板１に
電線１１０（導体１１１）が接続される。また導体１１１は端子板１の主片２が有する脚
２ａに貫設された挿通孔５に挿通され、挿通孔５の周縁が導体１１１に当接することによ
っても端子板１と導体１１１との接触導通が図られている。
【００４２】
　解除釦３０は合成樹脂成型品からなり、図７及び図８に示すように扁平な直方体状に形
成された操作部３１と、操作部３１の一面側における下部より前方へ突出して錠ばね１０
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の鎖錠片１２を押し動かす押動部３２と、同じく操作部３１の一面側における中央部より
前方へ突出して上下方向に撓み自在としたラッチ部３３と、同じく操作部３１の一面側に
おける上部より前方へ突出し且つ先端部が上方へ突出した略Ｌ字形の規制部３４と、操作
部３１の両側面に突出した略三角柱状のストッパ部３５とが一体に形成されている。なお
、ラッチ部３３の先端には下方に突出した山形の係止部３３ａが設けられている。
【００４３】
　上述のように構成される端子板１と錠ばね１０と解除釦３０は、図１及び図３に示すよ
うにスイッチやコンセントなどの配線器具の器体１００に設けられた端子板収納室１０２
に収納される。器体１００は、上面が開口した箱状のボディ１００ａと、ボディ１００ａ
の上面に被着されるカバー１００ｂとを結合して組み立てられる。図９に示すようにボデ
ィ１００ａの底壁には端子板収納室１０２に通じる一対の電線挿入孔１０１が貫設されて
いる。またボディ１００ａの側面には各々端子板収納室１０２に通じる一対の縦溝１０３
が開口している。そして、図１（ａ）に示すように解除釦３０は押動部３２を錠ばね１０
の鎖錠片１２先端と対向させるとともに、操作部３１が器体１００の側面に開口する縦溝
１０３から進退自在に突出するようにして端子板１及び錠ばね１０とともに端子板収納室
１０２に収納される。尚、図２に示すように端子板収納室１０２には２つの解除釦３０が
操作部３１を縦溝１０３にそれぞれ挿通して並置される。このとき、電線１１０が接続さ
れていない状態においては、図１（ａ）に示すようにラッチ部３３先端の係止部３３ａが
端子板１の主片２に貫設されている挿通孔５の下端縁（被係止部）に係止（ラッチ）され
る位置（非接続位置）まで解除釦３０が移動させてある。解除釦３０が非接続位置にある
ときは錠ばね１０の鎖錠片１２が押動部３２に押動されることでばね片１１が撓むため、
電線１１０の導入方向に沿って電線挿入孔１０１と対向する位置まで鎖錠部１３が移動す
る。このときばね片１１のばね力によって解除釦３０が反操作方向（図１における右方向
）に弾性付勢されるが、ラッチ部３３先端に設けた係止部３３ａが端子板１の挿通孔５の
下端縁（被係止部）に係止（ラッチ）しているために解除釦３０が非接続位置に保持され
ることになる。尚ボディ１００ａの底面には、図９及び図１０に示すように解除釦３０が
非接続位置にあるときにストッパ部３５と圧接するリブ１０４，１０５が突設されており
、ストッパ部３５が設けられた操作部３１の下部がリブ１０４，１０５の間に圧入される
ことでも解除釦３０が非接続位置に保持される。
【００４４】
　そして、図１（ｂ）に示すようにボディ１００ａの底壁に貫設された電線挿入孔１０１
を通して電線１１０の導体１１１を錠ばね１０の鎖錠片１２に貫設された鎖錠部１３に挿
通すると、挿通孔５の下端縁（被係止部）に係止している係止部３３ａを導体１１１の先
端が押圧し、ラッチ部３３が上方に撓んで係止部３３ａと挿通孔５の下端縁（被係止部）
との係止（ラッチ）が外れる。するとばね片１１のばね力で弾性付勢されていた解除釦３
０が、器体１００の縦溝１０３を通して操作部３１が器体１００の側面から突出する方向
（反操作方向）に移動し、接触片３と鎖錠部１３との間に導体１１１が狭持され、端子板
１と導体１１１が接触片３のばね力で弾接して接触導通するとともに、鎖錠部１３（孔の
周縁）が導体１１１に食い込むことで抜け止めされて端子板１に電線１１０（導体１１１
）が接続される（図１（ｃ）参照）。ここで、鎖錠部１３が鎖錠片１２を貫通する孔から
なるため、電線１１０の導体１１１が鎖錠部１３からずれるのを防ぐことができて接続信
頼性の向上も図れる。なお、解除釦３０が非接続位置にある場合、端子板１に設けられた
規制部６が錠ばね１０のばね片１１の中央部に当接して錠ばね１０の移動を規制している
から、錠ばね１０の鎖錠部１３に導体１１１をスムーズに挿通させることができる。また
ばね片１１のばね力で反操作方向に移動した解除釦３０は、規制部３４が図示しないカバ
ー１００ｂの内側面に当たるとともに、図１０に示すようにストッパ部３５がボディ１０
０ａの内壁面に当たる位置（接続位置）で停止する。従って、解除釦３０が接続位置にあ
るときには規制部３４がカバー１００ｂのの内側面に当たるとともにストッパ部３５がボ
ディ１００ａの内壁面に当たるため、操作部３１が接続位置を越えて器体１００の側面か
ら突出することを防ぐことができる。
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【００４５】
　一方、電線１１０が端子板１と接続されて解除釦３０が接続位置にあるときに器体１０
０の側面から突出した操作部３１を押し操作すれば、錠ばね１０の鎖錠片１２が押動部３
２に押動されることでばね片１１が撓み、導体１１１に食い込んでいる鎖錠部１３が導体
１１１から離れて電線１１０の引き抜きが可能となる。
【００４６】
　而して本実施形態によれば、電線１１０が端子板１に接続されていない非接続状態のと
きには解除釦３０の操作部３１が器体１００内に収納されて器体１００の側面から突出せ
ず、電線１１０が端子板１に接続された接続状態のときには解除釦３０の操作部３１が縦
溝１０３を通して器体１００の側面から突出するため、器体１００の側面に対して操作部
３１が突出するか否かで電線１１０の接続完了表示を行うことができる。しかも、電線１
１０の接続を解除する際には器体１００の側面から突出した操作部３１を押し操作すれば
よいから、操作部３１が器体１００の側面に突出しない場合に比較して解除釦３０の操作
性が向上するという利点がある。さらに電線１１０が接続されていない非接続状態（非接
続位置）においては解除釦３０の押動部３２により錠ばね１０の鎖錠片１２が押動される
ことでばね片１１が撓められ、鎖錠部１３が電線１１０の導入方向に沿って電線挿入孔１
０１と対向する位置まで移動するから、電線の導体がより線の場合でも鎖錠部１３に容易
に挿通することができる。
【００４７】
　なお本実施形態では、ばね片１１の後端部並びに鎖錠片１２の先端部を内側に折り返す
ことによって、ばね片１１が撓む際にその先端部がボディ１００ａの底壁に引っ掛かった
り、あるいは押動部３２で鎖錠片１２を押動する際に鎖錠片１２の先端部が押動部３２に
引っ掛かったりすることを防いでいる。また端子板１の当接片４に当接するばね片１１の
後端部が略へ字状に折曲されているため、図１１に示すようにばね片１１の後端部を平坦
にした構造と比較してばね片１１の湾曲した中央部にかかる応力を後端部に分散すること
でばね片１１の塑性変形が抑制できるという利点がある。
【００４８】
　（実施形態２）
　図１２に示すように本実施形態は解除釦４０の構造に特徴があり、端子板１並びに錠ば
ね１０については実施形態１と共通のものを用いている。
【００４９】
　解除釦４０は合成樹脂成型品からなり、図１４並びに図１５に示すように扁平な直方体
状に形成された操作部４１と、操作部４１の長手方向に沿った一端縁より斜め上方に突出
し且つ操作部４１よりも幅細とした押動部４２と、押動部４２の先端から突出する略鈎形
の電線当接部４３とが一体に形成されている。操作部４１の中央には電線の導入方向（図
１４における上下方向）に貫通する矩形のガイド孔４４が設けられている。また電線当接
部４３の電線挿入孔１０１と対向する下面が上から下に向かって操作部４１に近付く向き
に傾斜する傾斜面４３ａとなっている。さらに操作部４１と電線当接部４３には、下向き
に開口して後述するコイルばね５０の先端部を保持する保持凹部４５が設けられている。
【００５０】
　一方、器体（ボディ１００ａ）には、図１２及び図１３に示すように端子板収納室１０
２に対向するボディ１００ａの側壁に矩形の窓孔１０６が開口し、この窓孔１０６の内側
には電線の導入方向に沿って起立し、解除釦４０の操作部４１に設けられたガイド孔４４
に挿通する一対のガイドリブ１０７が互いに間隔を空けて並設されている。このガイドリ
ブ１０７は、ボディ１００ａの底壁から遠い方の先端部の幅寸法がガイド孔４４の幅寸法
よりも小さく設定されているが、ボディ１００ａの底壁に近い方の基端部の幅寸法がガイ
ド孔４４の幅寸法よりも大きく設定されており、この幅広の部分がガイド孔４４に圧入さ
れる圧入部１０７ａとなる。またボディ１００ａ底壁における電線挿入孔１０１と窓孔１
０６との間の部位には、図１６に示すように下方へ窪んだ収納凹部１０８が設けられてお
り、後述するように解除釦４０を非接続位置から接続位置に向かって弾性付勢する付勢手



(10) JP 4229014 B2 2009.2.25

10

20

30

40

50

段としてのコイルばね５０の端部が収納凹部１０８に挿入されて保持される。
【００５１】
　上述のように構成される解除釦４０は、図１３及び図１６（ａ）に示すように押動部４
２の傾斜面４２ａを端子板１の鎖錠片４と対向させ、電線当接部４３の先端を端子板１の
挿通孔５を通して電線の導入方向に沿って電線挿入孔１０１と対向させるとともに、ガイ
ド孔４４にガイドリブ１０７を挿通して操作部４１が窓孔１０６内で上下方向に移動自在
となるようにして端子板１及び錠ばね１０とともに端子板収納室１０２に収納される。こ
こで、解除釦４０はボディ１００ａの収納凹部１０８と解除釦４０の保持凹部４５とにそ
れぞれ端部が収納保持されたコイルばね５０によって電線当接部４３が電線挿入孔１０１
から離れる向き（図１６における上向き）に弾性付勢される。なお図１３に示すように端
子板収納室１０２には同一形状の２つの解除釦４０が操作部４１のガイド孔４４を各ガイ
ドリブ１０７にそれぞれ挿通して並置される。
【００５２】
　ところで電線１１０が接続されていない状態においては、図１６（ａ）に示すようにガ
イドリブ１０７の基端部に設けられた圧入部１０７ａがガイド孔４４に圧入されてラッチ
される位置（非接続位置）まで解除釦４０が移動させてある。解除釦４０が非接続位置に
あるときは錠ばね１０のばね片１１が押動部４２に押動されて撓むため、電線１１０の導
入方向に沿って電線挿入孔１０１と対向する位置まで鎖錠部１３が移動する。このときコ
イルばね５０のばね力によって解除釦４０が反操作方向（図１６における上方向）に弾性
付勢されるが、ガイドリブ１０７の圧入部１０７ａがガイド孔４４に圧入されてラッチさ
れているため、解除釦４０は非接続位置に保持されることになる。
【００５３】
　そして、図１６（ｂ）に示すようにボディ１００ａの底壁に貫設された電線挿入孔１０
１を通して電線１１０の導体１１１を錠ばね１０の鎖錠片１２に貫設された鎖錠部１３に
挿通すると、挿通孔５を通して電線挿入孔１０１と対向している電線当接部４３に導体１
１１の先端が当接することで解除釦４０に上向きの力がはたらき、ガイドリブ１０７の圧
入部１０７ａがガイド孔４４から抜けてラッチが外れる。するとコイルばね５０のばね力
で弾性付勢されていた解除釦４０が、ガイドリブ１０７に沿って電線１１０の導入方向と
同じ向き（図１６における上向き）に移動し、押動部４２により押動されていた鎖錠片１
２が復帰することで接触片３と鎖錠部１３との間に導体１１１が狭持され、端子板１と導
体１１１が接触片３のばね力で弾接して接触導通するとともに、鎖錠部１３（孔の周縁）
が導体１１１に食い込むことで抜け止めされて端子板１に電線１１０（導体１１１）が接
続される（図１６（ｃ）参照）。
【００５４】
　一方、電線１１０が端子板１と接続されて解除釦３０が接続位置にあるときに器体１０
０の側面に突出した操作部４１を下方へ押し操作すれば、錠ばね１０の鎖錠片１２が押動
部４２に押動されることでばね片１１が撓み、導体１１１に食い込んでいる鎖錠部１３が
導体１１１から離れて電線１１０の引き抜きが可能となる。
【００５５】
　而して本実施形態では、解除釦４０の操作部４１が常に器体１００の側面に突出してい
るから操作しやすく、接続位置と非接続位置とで器体１００の側面に対する操作部４１の
位置が異なることで電線の接続完了表示が行える。また電線挿入孔１０１から導入された
導体１１１の先端が非接続位置にある解除釦４０の電線当接部４３に当接し、電線当接部
４３が導体１１１に押されることで解除釦４０が非接続位置から接続位置に移動するため
、簡単な構造で解除釦４０を移動させることができる。さらに、解除釦４０が接続位置か
ら非接続位置へ移動すると、解除釦４０の押動部４２が有する傾斜面４２ａに鎖錠片１２
が当接し、解除釦４０の移動に伴って鎖錠片１２が傾斜面４２ａに押されるから、簡単な
構造で鎖錠部１３を導体１１１から引き離す向きに押し動かすことができる。しかも、操
作部４１のガイド孔４４にガイドリブ１０７が挿通された状態で接続位置と非接続位置と
の間を解除釦４０が移動するため、解除釦４０の移動がスムーズに行われるようになり操
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作性が向上する。
【００５６】
　なお、ガイドリブ１０７に設けられた圧入部１０７ａがガイド孔４４に圧入されること
で解除釦４０が非接続位置にラッチされている状態では解除釦４０の押動部４２で鎖錠部
１３が電線から引き離す向きに押し動かされているため、導体がより線からなる電線でも
鎖錠部１３に容易に導入することが可能である。また、コイルばね５０の一端部を収納凹
部１０８に収納することによって解除釦４０と電線挿入孔１０１との間隔を狭めることが
でき、器体１００に導入される導体１１１の長さが短い場合でも解除釦４０を確実に接続
位置まで移動させることができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】実施形態１を示し、（ａ）は非接続状態の一部省略した断面図、（ｂ）は電線を
導入する途中の状態の一部省略した断面図、（ｃ）は電線の接続が完了した状態の一部省
略した断面図である。
【図２】同上の分解斜視図である。
【図３】同上の分解斜視図である。
【図４】同上における端子板を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は上面図、（ｃ）は左側面
図、（ｄ）は下面図、（ｅ）は右側面図である。
【図５】同上における錠ばねを示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は上面図、（ｃ）は左側面
図、（ｄ）は下面図、（ｅ）は右側面図である。
【図６】同上における端子板と錠ばねを示し、（ａ）は電線が接続されていない状態の斜
視図、（ｂ）は電線が接続された状態の斜視図である。
【図７】同上における解除釦の斜視図である。
【図８】同上における解除釦を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は上面図、（ｃ）は左側面
図、（ｄ）は下面図、（ｅ）は右側面図、（ｆ）は背面図である。
【図９】同上における器体のボディを示す一部省略した斜視図である。
【図１０】同上における解除釦が接続位置にあるときの一部省略した平面図である。
【図１１】同上における錠ばねの他の構成を示す斜視図である。
【図１２】実施形態２の分解斜視図である。
【図１３】同上の一部省略した斜視図である。
【図１４】（ａ）（ｂ）は同上における解除釦の斜視図である。
【図１５】同上における解除釦を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は上面図、（ｃ）は左側
面図、（ｄ）は下面図、（ｅ）は右側面図、（ｆ）は背面図である。
【図１６】同上を示し、（ａ）は非接続状態の一部省略した断面図、（ｂ）は電線を導入
する途中の状態の一部省略した断面図、（ｃ）は電線の接続が完了した状態の一部省略し
た断面図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　端子板
　３　接触片
　４　当接片
　５　挿通孔
　１０　錠ばね
　１１　ばね片
　１２　鎖錠片
　１３　鎖錠部
　３０　解除釦
　３１　操作部
　３２　押動部
　３３　ラッチ部
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　３３ａ　係止部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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